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1は じめに

教育は10年 先 を見据 えて行 うと言 われるが、

激動 の時代 と言われる今 日、より高度化 ・複雑化

する諸課題への対応が学校教育 に求め られている。

その中で、教師は、常に学び続けなければな らない。

学び続 ける教師だか らこそ、新たな課題に対応 し、

新たな学びの展開を通して、これからの時代を生

き抜 く、自律 と社会貢献ができる子 どもを育てる

ことができると考える。

そ こで、時代の要請に応え、激動 の時代 を生き

抜 く子 どもたちを育てるための授業 の在 り方につ

いて考察 していくことにする。

2こ れから求められる教育

今後 とも、グローバル化や情報化、少子高齢化

等がさ らに進んでいくことが予想されるとともに、

生徒指導上の諸課題、特別支援教育の充実、ICT

活用 の推進等、複雑かつ多様な課題 に学校が対応

することを求め られている。

(1)こ れか らの教師

中央教育審議会 「教職生活 の全体 を通 じた

教員の資質能力の総合的な向上方策 について

(答 申)」(H24.8.28)で 、 学校の役割 と教員

の資質能力について以下のように示されている。

ア これか らの学校に期待される役割

これからの学校は、基礎的 ・基本的な知識 ・

技能の習得 に加え、

○ 思考力 ・判断力 ・表現力等の育成

○ 学習意欲の向上

○ 多様な人間関係を結んでいく力の

育成等

を重視する必要があり、これらは、

○ 様々な言語活動や協働的な学習活動

を通じて効果的に育む

○ 地域社会と一体となった子どもの育

成を重視する

こととしている。

イ これからの教員に求められる資質能力

実践的指導力を有する教員、同僚と協働

し、地域と連携する教員、探究力をもった

学び続ける教員の育成を目指し、

○ 責任感、探究力、学び続ける力(使

命感や責任感、教育的愛情)

○ 高度な知識 ・技能

・高度な専門的知識(国 際化、情報化、

特別支援教育等、新たな課題への対応)

・新たな学びを展開できる実践的指導

力(知 識 ・技能を活用する学習活動

や課題探求型の学習、協働的学びな

どをデザインできる指導力)

・教科指導、生徒指導等の実践力

○ 総合的な人間力(豊 かな人間性や社

会性、コミュニケーションカ、組織で

対応、連携 ・協働できる力)

が、これからの教員に求められる資質能力

として掲げられている。また、この資質能力は、

省察する中で相互に関連させながら形成して

いく必要性が示されている。

これらのことから、子ども同士が関わ り合



う言語活動や学習活動が構築できるとともに、

同僚と協働しながら新たな学びが展開できる

実践的指導力をもった教師が求められている

と考える。

② 育てたい子ども

小学校学習指導要領の総則には、児童の人

間としての調和のとれた育成を目指し、

○ 基礎的 ・基本的な知識及び技能の習

得

○ これらを活用して課題解決するため

の思考力、判断力、表現力等の育成

○ 主体的に学習に取 り組む態度の育成

に努め、児童の発達段階を考慮して、児童の

言語活動を充実するとともに、家庭と連携を

図りながら、児童の学習習慣が確立するよう

に配慮することが示されている。また、配慮

すべき事項として、各教科指導に当たって、

思考力 ・判断力 ・表現力等をはぐくむ観点か

ら児童の言語活動を充実することが述べられ

ている。このことから、言語活動の充実を通

して、思考力 ・判断力 ・表現力等を子どもた

ちに育成することが求められていると考える。

つまり、これからの教育には、子どもの主

体的な活動を生み出し、基礎的 ・基本的な知

識や技能を確実に身に付けさせ、課題解決の

ための思考力、判断力、表現力等を育成する

言語活動の充実を図る授業づくりが求められ

ていると考える。

そこで、「授業力向上を目指した授業改善」

という視点から、これから求められる授業づ

くりについて考察していくことにする。

3授 業力向上を目指して

教師の資質能力は、日頃の教育活動の積み重

ねにより向上するものであると考える。常に自

分自身の指導への在 り方を育てたい子ども像か

ら振り返り、工夫 ・改善することが求められる。

(1)子 どもを高めるための授業力向上

先に述べた 「これからの教師に求められる

資質能力」を校内 ・校外の研修や自主的な研

究等 を通 して培 うことはもちろんであるが、

いかに 日常的な教育活動の中で、特に教育活

動の大部分を占めている学習指導(教 科等指導)

の 中で、教師自らが培 っていくのかが重要で

あると考える。

筆者は、 「鹿児島大学教育学部実践研究紀

要第23巻(2014)『 よ りよい算数科授業づくり』」

で、よ りよい授業を 「自分 の授業スタイルに

工夫 ・改善を加えなが ら、さらに高 まった授

業 を行うこと」 と定義 し、自分が行いたい授

業の視点から他者の授業を 「観て学ぶ」、同僚 ・

先輩 ・管理職等のア ドバイスやビデオに収め

た自分の授業の振 り返 りによる 「やって学ぶ」

ことで自分の授業スタイル を創ってい くこと

ができることを述べた。

また、自分の授業を工夫 ・改善していくた

めには、創った 自分の授業スタイル をもとに

「他者の授業 との比較」をした り、「授業前」、

「授業中」、「授業後」の子どもの実態、特に 「授

業 中」の子 どもの実態把握 に重点をお いて、

よ り深く、よ り拡 く子 どもの考えや反応等を

想定 しなが ら授業づくりを行 うことが大切で

ある ことを述べた。

これ らによ り、子 ども一人一人が本来 もっ

て いる力を発揮 しなが ら課題を追究 ・解決 し

て いく中で、子 ども自らが自分の力を高めて

いく授業である 「子 ども一人一人が高まる授

業づ くり」ができるものと考えた。

つま り、授業力向上の姿 は、よ り子 どもの

側 に立った、目の前の子 どもの実態 を生か し

た授業の形 としてあ らわれるものであると考

える。

(2)思 考 力 ・判断力 ・表現力等の育成のための

言語活動の充実

先 にも述べたように、学習指導要領で は、

各教科指導に当たって、思考力 ・判断力 ・表

現力等をは ぐくむ観点か ら児童の言語活動を

充実していくことが重視 されている。そこで、

「言語活動の充実」について考えていきたい。

ア 「言語活動」 と 「言語活動の充実」

言語活動 の充実 に関す る指導事例集～思

考力、判断力、表現力等の育成 に向けて～



【小学校版】(文 部科学省、H23.10)の 中で、

「言語活 動」を 「記録、要約、説明、論述

な ど」 と例示されている。

「言語活動 に充実」については、「我が国

の子どもたちにおいては、引き続き、解釈、

熟考、評価 といったプロセスに課題がある

こと(平 成21年PISA調 査 結果)か らも、

各教科 の目標実現のために言語活動の充実

が必要である」 ことを示 しなが ら、 「言語

活動を充実させる指導 と事例」の中で、「具

体的な言語活動 を実施するに当た り、児童

の発達の段階に配慮す る必要がある。」 こ

とや 「言語活動 については、国語科で培っ

た能力を基本に各教科等の特質を踏 まえた

指導の充実に取 り組む ことが必要である。」

ことが述べ られている。

また、思考 力、判断力、表現力等 をはぐ

くむための学習活動の例 として、次の①～

⑥が提示 され、各教科の教育内容 として取

り組む必要があると述べ られている。

① 体験か ら感 じ取った ことを表現する

② 事実を正確に理解 し伝達する

③ 概念 ・法則 ・意図などを解釈 し、説

明した り活用 した りする

④ 情報 を分析 ・評価 し、論述する

⑤ 課題 について、構想 を立て実践 し、

評価 ・改善する

⑥ 互 いの考 えを伝え合い、 自らの考え

や集団の考えを発展 させ る

「言語活動」 を各教科の教育内容 として

位置づけていることか ら、「言語活動の充実」

は、各教科等の取 り組みに期待されている

ところが大きいと考 える。そ こで、各教科

等の学習指導要領の解説の中の 「言語活動

の充実」に関する事項について着 目した。

イ 各教科 における 「言語活動の充実」

小学校学習指導要領の解説(各 教科等編)

で 、 「言語活動 の充実」 に関する記載 は次

のとお りである。(一 部の教科等から抜粋)

〈 国語科〉

日常生活に必要とされる記録、説明、報告、

紹介、感想、討論などの言語活動を具体的

に例示してある。様々な言語活動を工夫し、

その充実を図っていくことが重要であるこ

とが述べられている。

〈社会科〉

実際の授業では、問題解決的な学習など

を一層充実させることや、観察 ・調査や資

料活用を通して必要な情報を入手し的確に

記録する学習、考えたことを自分の言葉で

まとめ伝え合うことによりお互いの考えを

深めていく学習など言語活動の充実を図る

ことを求めている。このことは、(平成21

年PISA調 査結果)か ら出された課題である、

解釈、熟考、評価といったプロセスを考慮

して 「言語活動の充実」図ることを示して

いると考えられる。

〈算数科〉

言語活動や体験活動を重視した指導が行

われるようにするために、算数的活動を具

体的に示すことや算数的活動の充実を図る

ために具体的な算数的活動を示すことが記

されている。

〈理科〉

児童の科学的な見方や考え方が一層深ま

るように(中 略)言 語活動の充実と中学校

まで見据えた問題解決の能力について示し

ている。観察 ・実験において結果を表やグ

ラフに整理し、予想や仮説と関係づけなが

ら考察を言語化し、表現することを一層重

視する必要があることが明記されている。

〈総合的な学習の時間〉

総合的な学習の時間の趣旨を実現するた

めには、問題解決的な活動が発展的に繰り

返される探究的な学習とすること、他者と

協同して課題を解決する協同的な学習とす

ることが重要である。加えて体験的学習を

重視するとともに、思考力 ・判断力 ・表現

力等はぐくむ言語活動の充実を図ることが

欠かせないことが示されている。また、総

合的な学習の時間は、【課題の設定】【情報

の収集】【整理 ・分析】【まとめ ・表現】と



いった学習のプロセスを重視 している。

これ らを総合的に判断すると、各教科等

とも(算 数科は、「算数的活動の充実」 と

表現 されている)「 言語活動の充実」 とい

う表現は見受けられるが、「言語活動」と 「言

語活動の充実」の違 いについては、明確 に

示 されて いないよ うである。 しかし、ある

教科等では 「お互いの考えを深めてい く学

習」、「関係づけなが ら考察を言語化し」など、

学習のプロセスに関して示 してあることか ら、

「我が国の子どもたちにおいては、引き続き、

解釈、熟考、評価 といったプロセス に課題

がある」 ことを提言 した平成21年PISA調

査 結果 を受けて、 「言語活動の充実」 とは、

「解釈、熟考、評価」のプロセスを通 して、

子 ども自らが 「言語活動」の価値 に気づい

た り、 「言語活動」その ものを構 成 した り

していくことであると考える。

4授 業改善の視点

これ まで考察 してきた ことをもとに、 「授業

力向上を目指 した授業改善」の視点を 「観の変

容 による授業改善」と 「言語活動の充実 による

授業改善」の2点 か ら考えることにする。

(1)観 の変容による授業改善

鹿児島大学教育学部が研究実践 してきた独

立法人教員研修セ ンター 「教員研修モデルカ

リキュラム開発プログラム」採択事業での 『「実

践的な力量形成 ・自己開発を実現す る教員研

修モデルカリキュラム」の開発1・II』 にお

いて、授業実践力を 「計画力 ・展開力 ・分析力 ・

改善力」の4つ の力と教科の根底である 「教

科観」か ら構成されているものとして捉えて

いる。

これは、授業者 の教科観(授 業者が前提 と

している教科論や 目的論、授業論等)は 、4

つ の力に影響 してお り、多様な授業を構成す

るもとになっているという考 えである。 この

ことは、授業は、授業者の観(教 科観)に よ

り構成 され るもので、 この観が変容すれば、

授業そのものが変わる ことを示唆 しているも

のと考える。

この授業者の教科観は、学習指導要領の解

説(各 教科編)を もとに生み出されているも

のと考 えられるので、大きく変わることでは

ないと感 じるが、実際、教師は、教科の目標

や内容等、学習指導要領で示されていること

をもとに授業の構想を練ってお り、具体的な

授業を創 っていく過程 においては、学習指導

要領に規定されている目標 ・内容等 と目の前

にいる子 どもの実態 とを検討 していくことを

大切にしている。

この ことか ら考えると、教師は、確かな子

ども観をもち、授業づ くりを行うことが重要

で あると考える。「なぜ教科 は必要か」、 「教

科は何を目指すべきか」、「本単元の目標は何か」

等は、子 どもを抜きにしては語れない ことで

あ り、教師の子 どもの捉え方が変われば、そ

れに伴い授業が変わる可能性があると考える。

実際、授業を実施していて、教師の子 ども

の捉え方一つで指導過程に違いがでて くるこ

とがある。例 えば、教師が、一単位時間の授

業づくりにおいて、本時の学習に必要な基礎 ・

基本を学習が始 まるまでに子 どもたちに身に

付 けさせてお く必要があると考えるのか、現

時点の子 どもの実態か ら本時に到達 させ る目

標 を考慮 して、既習事項である基礎 ・基本 も

含めて本時に身 に付けさせればよいと考える

のかによって授業の構成の仕方が変わってくる。

前者は、子 どもたちの レディネス をそ ろえ

ようとす る授業 とな り、後者は、その時の子

ども一人一人の実態 をもとに、そ の場に応 じ

て創 り出す授業 となる。後者は、それぞれ実

態の異なる子 どもの集団であり、多様な考え

が生み出され、子 ども同士 の関わ り合いも活

発 になると考える。

また、実際、具体的 に授業をつくっていく

上で考慮する観は、子ども観 ・教材観 ・授業観 ・

指導観 ・教師観等が考え られるが、 これ らの

観の中でも、子 ども観が他 の観を作用す るも

のであると考え られる。なぜな らば、教師は、

「こんな子 どもに育てるために、 どんな授業

を行 うのか、どんな指導をするのか」を考え

た り、 「この子 たちな らば、 この教材が適 し



ているだろう」と教材研究を行 った り、 目の

前の子 どもの姿 を想定して、授業観や指導観、

教材観の設定を行っていると考えるか らである。

つまり、子 ども観が他の観の設定のもとになっ

ていると考え られ、子 ども観が変われば、授

業観や指導観、教材観も変わり、授業の工夫 ・

改善が図 られる ことになるのではないか と考

える。

〈図1子 ども観と他の観との関連〉

② 言語活動の充実による授業改善

先ほ ど、 「言語活動 の充実」は各教科等 の

取 り組 みに期待 されていることを述べたが、

各教科等における言語活動が充実す る授業づ

くりのためには、次の ことに留意す る必要が

あると考える。

○ 問題解決的な学習過程を構成するなど、

学習のプロセスを考慮する。

○ 記録、説明、報告、紹介、感想、討論

な どの言語活動をバ ランスよ く計画的 ・

系統的に行 う。

○ 観察、実験な どにおいて結果を表やグ

ラフに整理 し、予想や仮説 と関係づけな

が ら考察 を言語化 し、表現する。

○ 必要な情報を入手し的確に記録する学習、

考えたことを自分の言葉でまとめ伝え合い、

お互 いの考えを深めていく。

各教科等 においては、以上のことに留意 し

なが ら、「どんな学習過程 を通 して」、 「どん

な言語活動で」、 「どんな思考を、 どのよ うに

判断させ、どのように表現 をさせていくのか」

の観点で、授業を構成 していくことが大切で

あると考える。

【どんな学習過程を通 して】

○ 【課題の設定】→ 【情報の収集】→ 【整

理 ・分析】→ 【まとめ ・表現】

○ 問題解決的な学習過程への位置づけ

①情報へのアクセス ・取 り出しの段階

②関係性の理解 と解釈の段階

③知識や経験 との結びつけの段階 など

【どんな言語活動で】

○ 記録、説明、報告、紹介、感想、討論、

要約、論述など

○ 「聞くこと」・「話す こと」・「読む こと」・

「書 くこと」

○ 比較 ・関係づける活動な ど

【どんな思考を、どのように判断させ、 どのよ

うに表現 をさせてい くのか】

○ 帰納 ・演繹 ・類推な どの考え方を

○ 明解、簡略、詳細、具体 ・抽象、妥当、

適切、利便、汎用などで判断させ

○ 言葉、文字(記 号)、 絵や図、具体物、

身体などで表現する

これ らは、様々な考 え方や解決の方法が表出

され、それらの改善が図られるほ ど、深化 ・発

展が期待される ことか ら、子 ども同士の関わ り

を活性化す る社会的相互作用 を用いる ことで、

子 どもが新たな言語活動 を構成 しなが ら言語活

動の連続が図られ るとともに、思考 ・判断 ・表

現も子ども自らが連続させていくものと考える。

感想文を書 く学習(初 発の感想か ら目的意識を

もたせ、読み とる視点を明確 にし、視点にそっ

て読み とる中で、背景や描写、考え方、表現の

仕方等へ深 い感激 を受け、ぜひ とも作者に 「感

想 を送 りたい。感想を書 きた い。」 と子 どもた

ちが願 う道筋)で 考えると、 【次 図】 のよ うに

なると考える。



5授 業 づくりの具体化

子 ども観が変容 し、授業 に工夫 ・改善がなさ

れるためには、授業を設計する段階で、より深く、

より多様 に子 どもの反応や解決の方法を想定し

てお く必要がある。想定 した ことと実際授業を

行 った時の子 どもの反応や解決の方法 を比較 ・

検討す ることで、 自分が思 っていた子 どもとは

違 う新たな面に気づき、それが子 ども観の変容

につながっていくものと考 える。

また、言語活動の充実を図る授業を創るため

には、子 どもたちの様々な考えや解決の方法を

生か した、子 ども同士が関わ り合 う社会的相互

作用を用いる ことが大切であると考 える。

そ こで、「子 ども本来の姿を表出させなが ら、

思考力、判断力、表現力が高まる授業(言 語活

動が充実する授業)」 について、述べていくこ

とにする。

《異分母分数のた し算(第5学 年算数科)》

【課題提示】

1/2Lと1/3Lを 合 わせると何Lに なるか

く子どもらしい反応>

C1分 か らない。できないよ。

C22/5Lに な るよ。

C35/6Lだ よ。

※ 教師は、これまでの計算 との違いを子 ども

に問い、異分母分数の計算の仕方を考えよう

という学習問題を設定しがちであるが、 これは、

すべての子どもたちに教師が学習の方向を示し、

活動させていることになるのではないだろうか。

つ まり、レディネスをそろえて学習 を展開 し

ようとする表れであると考える。

初めて異分母分数のた し算の式に出会 う子

どもの多 くは、異分母分数 のた し算 という意

識は薄く、異分母分数のたし算として意識 し

て いるのは、知識のある教師だからであると

考える。

このように、子 どもは意識 していないにも

かかわ らず、教師の思い込みで授業が構成さ

れ る場合がある。知識のない子 どもと知識の

ある教師とのズ レを感 じることがあるが、例

えば、理科の 「メダカの誕生」の学習で、卵

か らメダカが生 まれるまでを子 どもたちに興

味をもたせて観察させ るために、生 まれたば

か りのメダカを見せて稚魚が生まれて くる卵

の絵を描かせる活動を設定することがある。

子 どもたちの多 くは、生まれたての稚魚が

丸 まっている絵 を描 くが、教師が子 どもに提

示するのは、生んで間もない卵であり、魚の

形な ど見えないものである。そ こに子 どもた

ちは驚きや不思議さを感 じ、卵の変化 を観察

す る意欲 を駆 りたて られるのだが、知識のあ

る教師は子 どもに卵を描かせるのに 「生んだ

ばかりの卵を描いてごらん」 と問いかける。「生

んだばか りの卵」 とは、卵が変化する ことを

知 らない子 どもには理解できない問いか けで

あ り、変化す ることを知っている教師だか ら

こそ出て くる表現であると考える。

子 どもの素直な反応 として分母 同士、分子

同士 をた し算 したC2の 反応は結構 出て くる

ものである。また、形式的に計算できる子 ど

もは少な くとも存在す るので、C3の 反応 も

見 られ る。

ここで、教師に着 目してほしいことは、C1

の反応 を示 した子 どもたちである。「分か ら

ない。できない。」 と答えた子 どもは、何 も

分かっていないのではな く、分母 の数が違 う

か らどのように計算すればわか らない と、分

母の数の違いに気づいている子 どももいるは

ずで、 これは能力の高い子 どもの反応である

と考えられる。

〈子 ども同士の相互作用〉



C1(C2の 答 えか ら)分 かった。分母は分母

同士、分子は分子同士たし算すればいいのだ。

だか ら、2/5Lと 簡単 に求め られる。

C1・C2(C3の 答 えか ら)な ぜ、そんな答 え

が出て くるのか分か らない。

C3C2は 違 うと思 うよ。

※C1に は、まった く分か らな い子 どもと、

分母の数が違 うからどのよ うに計算すればい

いか分か らない子 ども(分 母は分母 同士、分

子は分子同士をたし算 したいのだが、それで

いいのかどうか迷 っている子 ども)が 含まれ

て いるが、C2の 発言 を聞いて、そ のまま、

たし算してもいいと納得する子 どもがいる。

C2は 、整数のた し算 の考え方で、 これ ま

で学習 してきた ことを用 いているので納得 し

やすいものであると考え られる。

また、C3を 発言 した子 どもの中には、形

式的に計算 してお り、明らかな根拠 を示す こ

とができな い子 どももいるので、C2の 発言

によ り、自分の出した答えに自信がな くなる

ことが起 こると考える。

この子 ども同士の社会的相互作用 によ り、

子 ども自身が明 らかに したい学習問題が設定

されることになる。

【子 ども自ら設定する学習問題】

12/5Lと5/6Lの いったいどっちだろうか1

※ 教師は、C1、C2、C3の す べての子 どもた

ちが高まることを目指 して、ここか らは、子

ども同士で説得と納得が生み出される授業を

展開する必要がある と考 える。つ ま り、C1

の子 どもたちには、分数の意味と同値分数の

仕組みを理解 させ る必要が ある。 また、C2

の子 どもたちには、2/5Lで は、矛盾が生じ

る ことを理解させた うえで、同値分数の意味

を理解 させ る必要がある。さ らに、C3の 子

どもたちには、形式的な計算ではなく、同値

分数の仕組みの理解を伴 った計算方法 に高め

ていく必要がある。そのために、教師は、C1、

C2、C3の す べての子 どもたちを高めるため

に教材 ・教具(学 習具)の 開発 を行 う必要が

ある。C1、C2、C3す べての子 どもの学力を

向上 させるためには、それぞれの子 どもな り

の万法で退究 させるよりは、教帥がそれぞれ

の子 どもの思考過程を想定 して、それぞれ高

めたい目標に応 じた教具 ・教材(学 習具)を

与え、追究させる ことが大切だと考える。一

人一人の子 どもに対応 した学習具を準備する

ことは大変なので、すべての子 どもに同じ学

習具で追究させ、教師の働きかけによって、C1、

C2、C3の 子 どもたちに、対応 していくこと

がよいと考える。

〈子 どもに与える学習具〉

教師は、子 どもたちに、1/2L、1/3Lと1L

の マスが描かれて いるつぎのようなプリン トを

配付 し追究させる。

※ 子 どもたちは、1/2L、1/3Lを 切 り取 って

1Lマ ス に貼 った り、横線 を引いて移動させ

た りしなが ら、実 際の量 を表現す る。 また、

2/5Lに な ると考えていた子 どもには、

実際に2/5Lを つ くらせ 、1/2Lと 比

べる ことで、1/2Lと1/3Lと を合わ

せたのに1/2Lよ り少ない2/5Lに な るのは

おかしいと気づかせたり、張 り合わせてつ くっ

た実際よりも明らかに少ないことへの矛盾を

感 じさせたりす る。

こσ,俊、実陽ミにつくつた圧図力Mロ」L

になっているか を追究 していくが 「も

しか したら、5/6Lに な るかも」 とい

う見通しで、折 り曲げた り、縦の長 さを測っ

た りしなが ら、縦12cmの マ スの絵 を等分割

して5/6Lに な っていることを確信 してい く

ことになる。また、折 り曲げた線や定規で引

いた等分割線 を1/2Lと1/3Lに 当て はめる

ことで、1/2Lは3/6Lと 、1/3Lは2/6Lと

同 じ大 きさである ことに納得 し、 「等分割す

る数を変え、分母の数は違 うが同じ大きさの

分数にすれば、同分母分数の計算で求められる」

ことを理解 してい くことになる。

この学習 には 「6つ に分けた1つ 分は1/6

で あ り、それが5つ 集 まれば5/6に なること」

など、分数の意味の学習が含まれていると考



える。また、等分割の方法を工夫す る同値分

数のつ くり方や2つ の量 を同じ分母 の数で表

す通分の仕方の学習 も含まれていると考える。

さらに、分数の仕組みや意味の理解 を伴った

計算方法の追究の学習が構成されている と考

える。

子 どもたちの意識や考えを詳細に捉え、そ

れ らを分析することで、授業の構成 に工夫 ・

改善が図 られ、他者や教材 との関わ りか ら発

生す る言語活動や 自己への問い直 しか ら発生

する新たな追究活動が生み出されることになり、

思考力、判断力、表現力が高まる言語活動が

連続する 「言語活動の充実」が図 られる こと

になると考える。

6お わ りに

これまで、授業改善のためには、子 どもを今

一度深 く捉え直 し、 「子 ども観」の変容を図る

こととと、子 ども自らが言語活動を連続させ、「言

語活動の充実」を図ることの大切さを述べてきた。

特 に、道徳の時間は、他者や 自分の心の弱さを

認識 しつつ心 の葛藤 を通 して、よりよい道徳的

価値を求めなが ら、人 として どう生きてい くの

か を考 えていくものであると考える。そ こで教

師は、人は 自分 を高めたいと願っていなが らも

心の弱さか らなかなか実行できないことや、価

値 あるものに出会 うと感動 し、それを求めよう

とすることなどを十分認識 して、子 ども同士が

関わ り合いなが ら、心の中の価値判断をよ り高

次の ものに育てるための学習活動 を設定する必

要があると考える。

3年 生の道徳、主題 「みんなのものを大切に

しよう」(資 料 「あめ玉」:学 研 「みんなの道徳」)

は、道ばたでチ ューイ ンガムを踏んで しまい、

靴底にべったり貼 り付いて しまった主人公(私)

が 、電車の中で出会 った幼 い姉妹の姿か ら 「す

て きなお くり物」をもらった気分 になるという

物語である。心の中の価値判断をより高次のも

のにす るために、それぞれの場面で、次の気持

ちを子 どもから表出させることが大切だと考える。
'ガムが貼 り付いた時の

、私の気持ち』

「だれが、こんな所に捨てたのか」、「大変迷惑だ」、

「絶対許せない」な ど、他者を責 めた り怒っ

た り、恨んだ りする、人の心の弱さを表出さ

せる ことが大事であると考える。

『電車であめ玉が飛び散 った時の、私 の気持ち』

「た いへん迷惑 だ」、 「道路 もこんな人が汚 し

て いるのだろ う」など、他者 を決めつ けて、

批判する気持 ちを表出させ ることが大事であ

ると考える。

『姉が飛び散ったあめ玉を拾うと思った?』

「拾わない と思った」(こ の考えは、他者 を批

判する気持ちから表出されるものと考える。)

『なぜ、拾わないと思った?』

「汚す人だと思った」、 「拾うのは面倒だか ら」、

「周 りに人がいて恥ずか しい」 など、人の心

の弱さを自分の心の弱 さとして表 出させ るこ

とが大切だと考える。

『なぜ、姉は拾 ったのだろうか?』

この問いかけに、子 どもたちは、心の弱さ

を乗 り越えた姉 の道徳的行動に共感 し、 「す

て きなお くり物」を認識す るもの と考 える。

この ことが、公共の場で、より高次の道徳的

価値判断の もと行動できる子 どもたちに育つ

と考える。

このような、学習活動を構成 して、将来を

担 う子どもたちを育てることができればと願っ

ている。
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